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個人質問
　本市議会ホームページで、過去
１年間の本会議にお
ける質疑および一般
質問の映像を録画で
配信しています。

自由民主党・中道の会（14人）☎ 823−9401　FAX 873−0121

公　　明　　党（６人）☎ 823−9403　FAX 871−2485

市 民 ク ラ ブ（６人）☎ 823−9402　FAX 802−3055

日 本 共 産 党（６人）☎ 823−9404　FAX 823−9558

参　　政　　党（１人）☎ 803−5063　FAX 823−9350

さ き が け 高 知 （１人）☎ 856−9587　FAX 823−9350

会派の構成と電話・FAX番号

※参政党、さきがけ高知のＦＡＸ番号は議会事務局直通です。

自由民主党
・中道の会

吉
よし
永
なが
　哲

てつ
也
や

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

桑
名
市
長
が
市
政
の
変
革
を
目
指
し
、

初
当
選
さ
れ
て
１
年
と
な
っ
た
。

今
ま
で
は
「
で
き
な
い
」
の
言
葉
が
聞

か
れ
た
職
場
が
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と

意
識
改
革
の
芽
が
出
始
め
て
き
た
。

来
年
度
の
契
約
に
向
け
「
公
共
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」
と
「
電
力
間
接
供
給
」
で

約
５
億
円
も
安
く
契
約
で
き
た
。

問

な
ぜ
、
安
く
契
約
で
き
た
の
か
。

答

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
施
設
の
規
模
等

で
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と

で
多
く
の
事
業
者
が
参
加
し
、
競
争
性

が
働
き
、
予
定
価
格
約
４
億
円
が
２
億

６
千
万
円
と
な
り
、
ま
た
、
今
ま
で
清

掃
工
場
の
余
剰
電
力
の
売
却
は
環
境
部
、

公
共
施
設
で
使
用
す
る
電
力
の
買
い
取

り
は
財
務
部
と
、
別
々
に
契
約
し
て
い

た
も
の
を
、
売
り
買
い
と
も
に
財
務
部

で
契
約
す
る
「
電
力
間
接
供
給
」
と
し

た
こ
と
に
加
え
、
電
力
市
場
が
安
定
し

た
こ
と
で
競
争
性
が
働
き
、
予
定
価
格

約
６
億
２
千
万
円
が
約
２
億
６
千
万
円

と
な
り
、
両
方
で
約
５
億
円
も
の
大
幅

削
減
と
な
っ
た
。
職
員
の
意
識
の
変
化

や
意
欲
の
高
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

公
立
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
屋
外
設
置

問

児
童
生
徒
や
教
職
員
ま
た
地
域

住
民
が
安
心
し
て
学
校
施
設
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
２
台
目
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
屋
外

設
置
の
予
算
を
市
長
に
伺
う
。

答

突
然
の
心
停
止
が
起
こ
っ
た
場

合
に
命
を
助
け
る
こ
と
に
直
結
す
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
、
特
に
屋
外
へ
の
増
設
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
庁
舎
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
適
正
配
置

問

市
民
の
命
を
救
う
た
め
、
全
て

の
フ
ロ
ア
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
総
務

部
長
に
伺
う
。

答

心
停
止
し
た
場
合
は
、
一
分
一

秒
で
も
早
い
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

用
い
た
一
次
救
命
処
置
が
重
要
で
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
適
正
な
配

置
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導
入

問

導
入
に
向
け
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
に
つ
い

て
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
伺
う
。

答

必
要
と
す
る
有
権
者
の
方
に
、

分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
支
援
カ

ー
ド
と
な
る
よ
う
改
良
し
て
お
り
、
７

月
の
参
議
院
選
挙
で
の
導
入
に
向
け
、

丁
寧
な
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

公明党

伊
い
藤
とう
　弘

ひろ
幸
ゆき

政
治
姿
勢　

女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
総

括
所
見
に
つ
い
て
市
長
に
聞
く

問

権
利
侵
害
を
直
接
通
報
で
き
、

調
査
な
ど
が
行
え
る
選
択
議
定
書
の
批

准
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

国
際
社
会
で
責
任
を
果
た
し
て

い
く
観
点
か
ら
も
、
批
准
は
必
要
。

安
全
面
に
懸
念
の
あ
る
関
西
万
博
へ
の

修
学
旅
行
検
討
は
、
子
ど
も
た
ち
の
命

と
安
全
を
第
一
に
慎
重
な
判
断
を

問

事
前
の
下
見
な
ど
、
安
全
確
保

の
た
め
の
十
分
な
対
応
が
可
能
か
。

答

検
討
し
て
い
る
学
校
は
オ
ン
ラ

イ
ン
説
明
会
に
参
加
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
会
に
も
参
加
予
定
。
内
容
を
協
議

し
て
実
地
踏と

う

査さ

を
行
う
こ
と
と
な
る
。

最
新
情
報
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
学
校

と
情
報
を
共
有
し
検
討
を
行
う
。

物
価
高
騰
下
、
目
標
を
上
回
る
黒
字
と

な
っ
て
い
る
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、

他
市
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
制
度
の
創

設
で
、
市
民
へ
の
還
元
を
求
め
る

問

高
齢
者
・
障
害
者
、
非
課
税
世

帯
等
の
基
本
料
金
の
減
免
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答

独
自
で
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
、

負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
困
難
。

日本共産党

岡
おか
田
だ
はるか
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さきがけ高知

伴
ばん
　武

たけ
澄
ずみ

自由民主党
・中道の会

浜
はま
口
ぐち
　卓

たく
也
や

市民クラブ

木
き
村
むら
　亘
わたる

自由民主党
・中道の会

藤
ふじ
川
かわ
　裕

ゆう
介
すけ

台
湾
・
高
雄
市
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て問

市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
行

か
れ
た
成
果
は
。

答

よ
さ
こ
い
を
通
じ
た
文
化
交
流

か
ら
経
済
交
流
に
発
展
さ
せ
る
。
今
回
、

漢は
ん
し
ん神

百
貨
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
の
面
談
が
か
な

い
、
来
年
度
か
ら
は
、
よ
さ
こ
い
パ
レ

ー
ド
に
加
え
、
漢
神
百
貨
店
内
で
の

「
高
知
物
産
展
」
を
行
う
予
定
。

高
知
市
・
渋
谷
区　

観
光
・
文
化
交
流

協
定
に
つ
い
て

問

協
定
締
結
を
き
っ
か
け
に
渋
谷

区
と
の
連
携
を
今
後
一
層
深
め
る
べ
き

で
は
。

答

今
後
は
防
災
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
、
経
済
面
で
の
連

携
と
同
時
に
本
市
の
ま
ち
の
コ
イ
ン

「
ぼ
っ
ち
り
」
と
渋
谷
区
の
ま
ち
の
コ

イ
ン
「
ハ
チ
ポ
」
の
連
携
に
取
り
組
む
。

高
知
商
業
高
校
に
つ
い
て

問

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

答

現
在
、
今
後
10
年
間
の
長
寿
命

化
工
事
の
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定
中
。

特
に
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
改
修
工
事
に
着
手
し
た
い
。

「
情
プ
ラ
法
」
に
よ
り
実
効
性
を

問

令
和
６
年
５
月
に
「
プ
ロ
バ
イ

ダ
責
任
制
限
法
」
が
「
情
プ
ラ
法
」
に

改
正
さ
れ
、
施
行
は
１
年
以
内
。
ネ
ッ

ト
上
の
人
権
侵
害
防
止
に
よ
り
実
効
性

を
持
た
せ
る
た
め
、
国
が
定
め
る
削
除

基
準
に
同
和
地
区
の
識
別
情
報
の
摘て

き

示し

、

不
特
定
多
数
の
集
団
も
対
象
と
す
る
よ

う
国
に
要
望
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

答

識
別
情
報
の
摘
示
、
「
共
通
の

属
性
を
持
つ
不
特
定
多
数
の
集
団
」
へ

の
権
利
侵
害
を
対
象
と
す
る
こ
と
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
盛
り
込
む
こ
と
が
適
当

で
あ
る
。
国
へ
の
要
望
も
検
討
す
る
。

新
教
育
長
の
人
権
教
育
へ
の
認
識

問

こ
れ
ま
で
高
知
市
に
お
い
て
実

践
さ
れ
て
き
た
同
和
教
育
へ
の
評
価
や
、

人
権
教
育
に
対
す
る
認
識
を
聞
く
。

答

同
和
教
育
加
配
と
し
て
地
域
の

方
た
ち
と
接
す
る
中
で
、
厳
し
い
環
境

の
中
で
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

「
命
を
守
る
」
「
居
場
所
を
つ
く
る
」

「
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
伸
ば
し
て

い
く
」
と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
に
た
ど

り
着
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
や

差
別
事
例
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
人

権
教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
在
り
方

問

実
効
性
の
あ
る
計
画
に
基
づ
き
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
着
実
に
実

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
今
後
の
取

組
に
向
け
た
桑
名
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

答

統
廃
合
や
使
用
料
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
判
断

す
る
と
と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
適
正
な
負
担
と
な
る
よ

う
総
合
的
に
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
地
域
振
興

問

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を

最
大
限
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
振

興
に
向
け
た
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
県

民
体
育
館
の
再
整
備
）
を
県
市
連
携
で

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
本
市
の

期
待
に
つ
い
て
桑
名
市
長
に
伺
う
。

答

全
国
大
会
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
可
能
な

ア
リ
ー
ナ
機
能
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
期
待
も
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
を
想
定
し
た

整
備
も
考
慮
さ
れ
、
津
波
避
難
ビ
ル
が

少
な
い
潮
江
地
区
の
皆
様
に
と
っ
て
も

待
望
の
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

県
市
連
携
で
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

消
防
の
広
域
化
議
論
は
無
駄

問

消
防
は
市
町
村
が
担
う
も
の
。

高
知
県
が
発
表
し
た
県
消
防
広
域
化
の

実
現
に
は
全
て
の
自
治
体
議
会
の
合
意

が
必
要
で
あ
り
、
不
可
能
。
無
駄
な
時

間
と
労
力
を
費
や
す
の
は
や
め
よ
う
。

答

市
は
検
討
す
る
こ
と
に
は
合
意

し
て
い
る
が
、
「
あ
り
方
検
討
会
」
の

場
で
議
論
を
深
め
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

部
を
２
つ
増
や
す
機
構
改
革
に
反
対

問

行
革
が
必
要
な
時
代
に
逆
行
で

は
な
い
か
。
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
は

意
味
が
分
か
ら
な
い
。
金
も
う
け
の
に

お
い
が
す
る
。
器
を
つ
く
る
だ
け
で
な

く
、
中
身
の
充
実
を
求
め
る
。

答

文
化
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
は
親

和
性
が
高
い
。
文
化
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ

部
門
が
観
光
部
と
一
緒
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、
世
の
中
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
を
作
り
、
観
光
誘
致
に
繋つ

な

げ
た
い
。

子
ど
も
の
命
、
居
場
所
、
い
い
と
こ
ろ

問

新
教
育
長
は
ど
ん
な
教
育
行
政

を
目
指
す
の
か
。

答

子
ど
も
の
命
を
守
り
、
心
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
の
役
割
を
果
た
す

居
場
所
を
つ
く
る
。
子
ど
も
の
い
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
、
伸
ば
し
た
い
。
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日本共産党

藤
ふじ
木
き
真
ま
由
ゆ
美
み

自由民主党
・中道の会

髙
たか
橋
はし
　裕

ひろ
忠
ただ

公明党

髙
たか
木
ぎ
　妙

たえ

市民クラブ

神
かみおか
岡　俊

しゅんすけ
輔

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望

や
情
報
提
供
へ
の
対
応
に
つ
い
て　

問

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
や

情
報
提
供
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
回

答
し
て
い
る
の
か
。

答

（
総
務
部
長
）
「
高
知
市
市
民

の
声
等
の
公
表
に
関
す
る
要
綱
」
に
基

づ
き
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
型
広
聴
」
実

現
の
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
情
報
公
開
・
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
で

市
民
の
声
の
内
容
、
そ
れ
に
対
す
る
回

答
お
よ
び
対
応
に
つ
い
て
公
表
し
て
お

り
ま
す
。
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

で
は
、
対
応
状
況
を
通
報
者
に
通
知
で

き
る
よ
う
年
度
内
を
め
ど
に
シ
ス
テ
ム

を
改
修
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
衆
街
路
灯
に
つ
い
て

問

町
内
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い

地
域
等
の
公
衆
街
路
灯
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
対
策
は
。

答

（
市
民
協
働
部
長
）
地
域
で
街

路
灯
管
理
の
代
表
者
を
決
め
街
路
灯
管

理
に
特
化
し
た
任
意
団
体
を
作
る
こ
と

で
、
町
内
会
同
様
の
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
市
民
協
働

部
か
ら
地
域
に
応
じ
た
ご
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
都
市
計
画

問

高
知
駅
舎
は
、
電
車
の
北
伸
が

可
能
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
か
。
桑
名

市
長
な
ら
ど
の
よ
う
な
都
市
整
備
の
お

考
え
を
持
た
れ
た
か
伺
う
。

答

高
知
駅
を
高
架
化
し
た
際
に
、

電
車
の
北
伸
が
で
き
る
空
間
を
確
保
し

て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
当
時
の

判
断
は
正
し
い
と
思
う
。
た
だ
、
そ
の

当
時
想
定
で
き
な
か
っ
た
変
化
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
今
と
な
れ
ば
、
電
車
の

北
伸
を
し
て
お
い
て
も
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

不
登
校
対
策

問

「
学
び
の
多
様
化
学
校
」
設
置

に
向
け
た
進し

ん
ち
ょ
く捗

に
つ
い
て
問
う
。

答

私
の
教
育
長
就
任
と
同
時
に
検

討
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
学
校
種
や
設

置
形
態
、
教
育
課
程
、
設
置
場
所
の
選

定
、
運
営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す

べ
く
定
期
的
に
情
報
共
有
を
行
っ
て
お

り
、
県
と
共
に
先
進
地
事
例
の
視
察
も

計
画
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
県
教
育
委
員
会

と
も
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
び
、
成
長
で
き
る
学
び
の
場
を
実

現
し
、
開
校
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

問

県
は
11
月
末
に
、
本
県
の
消
防

の
広
域
化
を
進
め
る
た
め
来
年
度
以
降

の
移
行
計
画
の
試
案
を
示
し
た
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答

今
回
、
県
の
示
し
た
試
案
を
ベ

ー
ス
に
議
論
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
県

内
34
市
町
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
も
踏

ま
え
、
丁
寧
な
検
討
が
さ
れ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。

問

消
防
の
広
域
化
は
、
本
市
の
消

防
力
を
周
辺
市
町
村
に
提
供
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
本
市
に
空
白
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
、
事
前
に
増
強
し
て
お
く
必

要
は
な
い
の
か
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答

今
後
の
消
防
広
域
化
を
検
討
す

る
場
合
、
本
市
の
救
急
体
制
等
が
現
状

よ
り
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱
と
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
か
つ

丁
寧
な
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

問

県
の
示
す
試
案
は
財
源
問
題
等

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
関
連
す

る
会
議
等
へ
消
防
局
を
所
管
す
る
総
務

常
任
委
員
会
委
員
の
出
席
を
認
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答

総
務
常
任
委
員
会
に
は
、
し
か

る
べ
き
機
会
に
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

新
教
育
長
に
「
子
ど
も
の
命
を
守
る
た

め
」
の
予
算
確
保
に
つ
い
て
問
う

問

予
算
確
保
の
内
容
は
。

答

学
校
施
設
の
安
全
点
検
で
判
明

し
た
修
繕
が
必
要
な
箇
所
の
う
ち
、
優

先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
対
応
す
る
。

児
童
生
徒
が
豊
か
に
学
ぶ
環
境
を

問

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
参
加
し
な

い
こ
と
で
、
教
員
が
本
質
的
・
創
造
的

な
授
業
を
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答

授
業
改
善
の
視
点
を
示
す
優
れ

た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

給
食
費
の
保
護
者
負
担
の
回
避
を

問

令
和
７
年
度
の
学
校
給
食
費
の

値
上
げ
分
は
臨
時
交
付
金
の
活
用
を
。

答

可
能
性
を
検
討
す
る
。

選
挙
の
投
票
率
向
上
に
向
け
て

問

高
齢
者
や
障
害
者
、
交
通
の
便

が
悪
い
地
域
に
居
住
す
る
市
民
が
投
票

し
や
す
い
よ
う
に
、
移
動
投
票
所
の
導

入
の
検
討
や
投
票
所
ま
で
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

移
動
投
票
所
は
、
投
票
管
理
者

や
立
会
人
、
車
両
、
通
信
設
備
な
ど
相

当
額
が
必
要
で
困
難
。
中
山
間
地
域
や

大
規
模
団
地
の
高
齢
者
等
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
は
研
究
す
る
。
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浜
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口
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佳
か
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ず
子
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雄
お

市民クラブ

岡
おか
㟢
ざき
　邦

くに
子
こ

自由民主党
・中道の会

上
うえ
田
だ
亜
あ
矢
や
子
こ

新
規
保
険
証
発
行
終
了
に
伴
う
情
報
等

を
早
急
に
知
ら
せ
る
よ
う
求
め
る

問

個
人
情
報
と
結
び
つ
い
た
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
の
ト
ラ
ブ
ル

へ
の
不
信
や
高
齢
者
等
の
不
安
解
消
の

た
め
、
市
民
に
新
た
な
情
報
の
周
知
を
。

答

周
知
は
重
要
。
マ
イ
ナ
保
険
証

で
受
診
困
難
な
方
へ
の
保
険
証
利
用
登

録
解
除
の
手
続
き
方
法
や
、
申
請
に
よ

る
「
資
格
確
認
書
」
交
付
等
に
つ
い
て
、

周
知
方
法
・
時
期
を
含
め
検
討
し
た
い
。

市
民
の
命
を
守
る
た
め
「
消
え
た
停
止

線
・
横
断
歩
道
」
に
早
急
な
対
策
を

問

消
え
た
横
断
歩
道
等
の
急
増
で
、

市
民
か
ら
要
望
が
相
次
い
で
い
る
。
知

事
に
対
し
県
警
へ
の
予
算
増
額
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
、
市
長
に
伺
う
。

答

交
通
事
故
防
止
な
ど
が
目
的
の

路
面
標
示
は
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め

に
必
要
な
も
の
。
県
に
要
望
し
て
い
く
。

年
度
途
中
の
保
育
待
機
児
童
２
４
９
名
。

保
育
士
確
保
に
よ
り
解
消
す
べ
き

問

市
に
は
保
育
士
不
足
に
よ
る
隠

れ
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
責
任
が
あ
る
。

答

育
休
明
け
等
の
保
育
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
来
年
度
予
算
要
求
の
中

で
改
善
策
を
検
討
し
た
い
。

問

高
知
市
メ
タ
バ
ー
ス
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
問
う
。

答

仮
想
空
間
の
中
で
、
自
然
や
観

光
地
を
リ
ア
ル
に
再
現
。
イ
ベ
ン
ト
や

観
光
案
内
、
特
産
品
販
売
を
現
実
世
界

と
融
合
さ
せ
、
よ
り
魅
力
的
な
高
知
を

発
信
す
る
。
よ
さ
こ
い
祭
り
期
間
中
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
検
討
中
。

問

災
害
避
難
所
で
の
口こ

う
く
う腔

ケ
ア
を

ど
う
考
え
る
か
。

答

災
害
時
の
口
腔
ケ
ア
は
誤ご

嚥え
ん

性

肺
炎
予
防
に
重
要
で
あ
り
、
特
に
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
命
を
守
る
手

段
と
な
る
。
歯
ブ
ラ
シ
は
自
助
備
蓄
を

基
本
と
し
つ
つ
、
福
祉
避
難
所
に
は
公

的
備
蓄
を
進
め
る
。
ま
た
、
口
腔
ケ
ア

の
重
要
性
を
周
知
し
、
市
民
に
は
非
常

持
ち
出
し
袋
へ
の
歯
ブ
ラ
シ
準
備
を
呼

び
か
け
る
。

問

高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
現
状
と

今
後
の
展
望
を
問
う
。

答

今
ま
で
延
べ
４
４
５
５
名
が
利

用
し
、
個
別
支
援
に
よ
り
高
校
進
学
や

将
来
へ
の
希
望
を
支
え
て
い
る
。
卒
業

生
が
支
援
員
と
し
て
戻
る
好
循
環
も
生

ま
れ
て
お
り
、
今
後
も
健
康
福
祉
部
と

連
携
し
、
支
援
し
て
い
く
。

市
長
の
政
治
姿
勢

問

特
定
利
用
港
湾
指
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
災
害
か
ら
も
有
事
か
ら
も

確
実
に
市
民
が
守
ら
れ
る
と
確
信
し
た

上
で
の
判
断
な
の
か
。

答

武
力
攻
撃
事
態
の
よ
う
な
有
事

の
利
用
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

軍
事
目
的
で
の
利
用
や
対
策
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。

高
知
の
教
育
行
政

問

新
教
育
長
に
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
を
今
後
も
続
け
る
事
が
本
市

に
と
っ
て
不
可
欠
な
教
育
活
動
と
考
え

る
か
。
又
現
状
を
踏
ま
え
て
ど
こ
を
不

登
校
対
策
の
切
り
口
と
し
て
い
く
の
か
。

答

学
力
調
査
も
活
用
し
な
が
ら
学

力
向
上
を
目
指
す
。
校
内
支
援
体
制
の

強
化
と
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
学
び
の
場
の
確
保
と
い
う
２
つ
の
側

面
か
ら
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

新
教
育
長
、
プ
ー
ル
事
故
説
明
「
ま
ず

は
12
月
議
会
で
…
」
が
大
き
く
後
退

問

プ
ー
ル
死
亡
事
故
前
に
子
ど
も

が
発
し
た
「
怖
い
」
は
子
ど
も
の
権
利

条
約
の
意
見
表
明
権
に
当
た
る
か
。

答

授
業
中
の
体
調
等
、
心
情
の
訴

え
が
あ
れ
ば
指
導
者
は
受
け
入
れ
、
適

切
な
対
応
は
必
要
。
し
か
し
、「
怖
い
」

に
つ
い
て
は
検
証
中
で
答
弁
を
控
え
る
。

問

検
証
状
況
は
議
会
へ
一
定
の
報

告
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

現
時
点
で
公
開
可
能
な
情
報
が

示
さ
れ
ず
、
報
告
書
待
ち
と
な
る
。

29
年
間
据
え
置
き
し
て
い
る
福
祉
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
増
額
を

問

タ
ク
シ
ー
代
値
上
げ
で
重
度
障

害
者
の
移
動
が
狭
め
ら
れ
て
い
る
。
値

上
分
の
増
額
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

他
都
市
の
状
況
等
参
考
に
重
度

障
害
者
の
社
会
参
加
を
損
な
わ
な
い
よ

う
利
便
性
、
増
額
含
め
検
討
を
続
け
る
。

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
、

　
　

「
今
任
期
中
は
行
わ
な
い
」
!?

問

市
長
自
身
、
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
は
今
後
行
わ
な
い
と
表
明
せ
よ
。

答

今
任
期
中
は
開
催
す
る
つ
も
り

は
な
い
。

　

他
に
、
50
年
続
い
て
い
る
ご
み
収
集

の
「
高
知
方
式
」
が
今
担
い
手
不
足
で

大
ピ
ン
チ
。
し
っ
か
り
と
し
た
環
境
対

策
を
求
め
る
。
医
療
的
ケ
ア
児
の
命
を

つ
な
ぐ
電
源
確
保
、
自
由
民
権
記
念
館

の
唯
一
無
二
の
資
料
群
を
地
震
・
津
波

か
ら
ど
う
守
る
か
、
対
策
を
問
う
。
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岡
おか
﨑
ざき
　豊
ゆたか

政
治
姿
勢
（
機
構
改
革
に
つ
い
て
）

問

機
構
改
革
の
意
図
を
問
う
。

答

今
回
の
機
構
改
革
は
、
連
携
強

化
と
業
務
の
効
率
化
を
主
眼
と
す
る
。

司
令
塔
機
能
と
し
て
「
政
策
企
画
部
」

を
新
設
し
、
県
と
の
連
携
強
化
を
図
る
。

「
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
」
も
新
設
し
、

諸
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
の

構
築
を
図
る
と
、
市
長
は
答
弁
し
た
。

新
教
育
長
の
教
育
論
に
つ
い
て

問

ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
を
目
指

す
の
か
、
教
育
長
に
問
う
。

答

プ
ー
ル
事
故
に
つ
い
て
は
、
対

応
を
し
っ
か
り
行
い
た
い
。
ま
た
、
教

育
上
の
課
題
に
対
し
て
「
い
の
ち
を
守

る
」
「
安
心
で
き
る
居
場
所
」
「
い
い

と
こ
ろ
を
伸
ば
す
」
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
基
づ
き
施
策
を
行
い
た
い
。
不
登

校
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
手
を
打
っ
て

い
き
た
い
と
、
教
育
長
は
答
弁
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
中
止
を
提
案

し
、
そ
の
危
険
性
を
市
民
に
伝
え
、
接

種
の
判
断
を
委
ね
る
べ
き
と
質
問
し
た
。

答

自
ら
の
意
思
が
重
要
で
あ
る
の

で
、
事
前
周
知
と
医
療
機
関
で
の
周
知

を
行
う
と
、
担
当
部
長
は
答
弁
し
た
。

　

令
和
６
年
11
月
24
日
（
日
）
に
潮
江

市
民
図
書
館
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
議
員
を
含
む
56

人
が
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
井
上
琢

己
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
進
行
の
も
と
、
自

由
な
テ
ー
マ
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
議

員
が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

防
災
、
公
共
交
通
、
町
内
会
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
の
ご

意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
今

後
の
議
会
に
お
け
る
議
論
や
政
策
形
成

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ご
意
見
等
の
一
部
）

〇
潮
江
地
区
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
・
ビ

ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。

〇
公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
70
歳

以
上
の
方
の
利
用
運
賃
を
無
料
に
し

て
は
ど
う
か
。

〇
町
内
会
な
ど
地
域
の
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
町
内
会
に
入
る

仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

〇
発
達
障
害
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
の
一
元
管
理
と
一
生
涯
を
通

じ
て
支
援
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
し
て
ほ
し
い
。

〇
子
ど
も
に
寄
り
添
う
た
め
に
も
、
学

校
の
先
生
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め

に
も
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

　

ー
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

各班で意見交換を行い、全体で発表しました。

議
会
に
言
う
て
や
in
潮
江

第
２
回
市
民
の
皆
さ
ま
と

　
　
　
　

議
会
と
の
意
見
交
換
会


